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オ
ー
ロ

ッ
ク
ス

古
代
ロ
ー
マ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
に
版
図
を

拡
大
し
て
い

っ
た
時
代
の
森
林
地
帯
に
は
バ
イ

ソ
ン
や
ヘ
ラ
ジ
カ
な
ど
と
と
も
に
現
在
の
家
畜

の
ウ
シ
の
祖
先
に
な
る
オ
ー
ロ
ッ
ク
ス
も
棲
息

し
て
い
た

（図

1
)。
二
0
0
万
年
前
に
イ
ン

ド
一
帯
に
登
場
し
、
ア
ジ
ア
か
ら
ア
フ
リ
カ
に

活
動
地
域
を
拡
大
、
二
五
万
年
前
に
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
到
達
し
た
。

一
万
五

0
0
0年
前
の
遺

跡
と
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
南
部
の
ラ
ス
コ
ー
洞
窟

の
壁
画
に
も
描
写
さ
れ
て
い
る
。

中
世
の
ド
イ
ツ
の
詩
歌

『
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン

の
歌
」
に
は
王
子
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
が
バ
イ
ソ

ン
、
ヘ
ラ
ジ
カ
と
と
も
に
四
頭
の
オ
ー
ロ
ッ
ク

ス
を
殺
戦
す
る
場
面
が
叙
述
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
に
影
響
さ
れ
た
人
々
が
真
似
を
し
て
狩
猟
の

（
一
六
二
七
絶
滅）

四
十
六
億
年
前
に
誕
生
し
た
地
球
は
生
物
が

充
満
し
た
奇
跡
の
惑
星
と
さ
れ
る
が
、
過
去
に

は
七

0
％
か
ら
九

0
％
の
生
物
が
絶
滅
し
た
時

期
が
五
回
存
在
し
て
い
る
。
原
因
は
火
山
の
爆

発
、
隕
石
の
衝
突
、
気
温
の
低
下
な
ど
自
然
現

象
で
あ
る
が
、
現
在
、
第
六
の
大
量
絶
滅
が
発

生
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
は
自
然
現
象
で
は
な
く

人
問
活
動
が
原
因
で
あ
る
。
今
回
は
人
間
が
絶

減
さ
せ
た
六
種
の
動
物
を
紹
介
し
、
自
然
と
人

間
の
関
係
を
再
考
す
る
。

対
象
に
し
た
た
め
、
次
第
に
頭
数
が
減
少
し
て

い
き
、
十
六
世
紀
に
は
貴
族
の
領
地
に
し
か
棲

息
し
て
い
な
い
状
態
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
立

派
な
角
と
美
味
な
肉
の
た
め
に
狩
猟
が
減
少
す

る
こ
と
は
な
く
頭
数
は
激
減
し
て
い

っ
た
。

そ
こ
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
首
都
ワ
ル
シ
ャ
ワ
近

郊
に
保
護
区
域
が
設
定
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
も

密
猟
に
よ
り
頭
数
は
減
少
、

一
五
六
五
年
に
は

三

0
頭
、
一

六

0
二
年
に
は
四
頭
、

＿
六
二
〇

年
に
は
最
後
の
一
頭
の
み
に
な
り
、
そ
の
一
頭

が

一
六
二
七
年
に
死
亡
し
て
絶
滅
し
た
。

一
九

二
0
年
代
に
な

っ
て
ド
イ
ツ
で
外
見
が
オ
ー
ロ

図1オーロックス
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ア
フ
リ
カ
大
陸
東
岸
の
約
五

0
0キ
ロ
メ
ー

ト
ル
沖
合
に
あ
る
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
島
か
ら
、
さ

ら
に
六

0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
東
側
の
イ
ン

ド
洋
に
十
六
世
紀
初
頭
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
船
乗

り
が
発
見
す
る
ま
で
は
無
人
で
あ

っ
た
マ
ス
カ

リ
ン
諸
島
が
存
在
す
る
。
一

五
九
八
年
、
そ
の

＿
島
の
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
島
に
オ
ラ
ン
ダ
の
艦
隊

が
上
陸
し
た
と
き
、
地
上
を
歩
行
す
る
だ
け
の

奇
妙
な
鳥
を
発
見
し
、
二
羽
を
捕
獲
し
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
持
ち
帰
っ
た

（図

2
)
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
言
葉
で

「ウ
ス
ノ
ロ
」
を
意

味
す
る

「ド
ウ
ド
」
か
ら
ド
ー
ド
ー
と
名
付
け

ら
れ
た
珍
鳥
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
評
判
に
な

っ
た

が
、
棲
息
す
る
島
で
は
危
機
に
直
面
す
る
こ
と

に
な
る
。
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
島
は
東
洋
へ
の
航
海

の
絶
好
の
中
継
基
地
と
な
っ
て
入
植
す
る
人
々

が
到
来
し
、
飛
翔
で
き
ず
地
上
に
営
巣
す
る
ド

ー
ド
ー
は
人
問
と
と
も
に
到
来
し
た
イ
ヌ
や
ネ

ズ
ミ
の
格
好
の
獲
物
と
な
り
、
急
速
に
減
少
し

て
い

っ
た
。

生
存
し
て
い
る
ド
ー
ド
ー
が
最
後
に
目
撃
さ

れ
た
の
は

一
六
八

一
年
で
あ
り
、
十
二
年
後
に

ド
ー
ド
ー

（
一
六
八

＿
絶
滅
）

ッ
ク
ス
の
よ
う
な
ウ
シ
を
母
体
と
し
て
再
生
さ

れ
、
そ
の
子
孫
が
現
在
も
飼
育
さ
れ
て
い
る
が

本
物
で
は
な
い
。

一
六
八
二
年
に
ロ
シ
ア
の
ツ
ァ

ー
リ
と
な

っ

た
ピ

ョ
ー
ト
ル
一
世
は
広
大
な
国
土
の
東
方
の

探
検
を
開
始
し
、
一
七
二
四
年
に
＞
＇
ベ

ー
リ

ス
テ
ラ
ー
カ
イ
ギ
ュ
ウ
（
＿
七
六
八
絶
滅
）

探
索
さ
れ
た
と
き
に
は
一
羽
も
発
見
さ
れ
な
か

っ
た
。
そ
れ
以
前
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
移
送
さ
れ

た
ド
ー
ド
ー
も
繁
殖
す
る
こ
と
は
な
く
、
唯
一

の
剥
製
も
一
七
五
五
年
に
焼
却
さ
れ
て
し
ま

っ

た
。

一
八
六
五
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
作
家
L
・
キ

ャ
ロ
ル
が
刊
行
し
た
児
童
小
説

「
不
思
議
の
国

の
ア
リ
ス
j

が
ド
ー
ド
ー
の
存
在
を
後
世
に
伝

承
す
る
数
少
な
い
記
録
に
な

っ
て
い
る
。
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図2ドードー

固3ステラーカイギュウ

ン
グ
を
隊
長
と
す
る
一
隊
を
派
遣
し
た
。
ピ
ョ

ー
ト
ル
一
世
は
翌
年
死
亡
す
る
が
、
一
隊
は
一

七
一110年
に
帰
還
し
た
。
さ
ら
に
一
七
四

0
年

に
再
度
の
探
検
が
企
画
さ
れ
、
ベ

ー
リ
ン
グ
は

六
十
歳
に
な

っ
て
い
た
が
隊
長
と
な
り
、
同
行

し
た
の
が
医
師
で
博
物
学
者
の

G
．
ス
テ
ラ
ー

で
あ

っ
た
。

一
七
四
一
年
に

「サ

ン
ク
ト
・
ピ
ョ

ー
ト

ル
」
を
旗
艦
と
す
る
二
隻
の
帆
船
は
カ
ム
チ
ャ

ッ
カ
半
島
の
ペ
ト
ロ
パ
ブ
ロ
フ
ス
ク
を
出
航
、

ア
メ
リ
カ
大
陸
を
目
指
し
て
東
方
に
航
海
し
ア

ラ
ス
カ
に
到
着
し
た
。
し
か
し
高
齢
の
ベ
ー
リ
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ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
モ
ア

ン
グ
は
大
陸
を
探
検
せ
ず
帰
還
す
る
こ
と
に
し
、

ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
を
探
査
し
な
が
ら
カ
ム

チ
ャ
ッ
カ
半
島
の
二

0
0キ
ロ
メ
ー
ト
ル
手
前

の
無
人
の
コ
マ
ン
ド
ル
ス
キ
ー
諸
島
に
到
藩
し

た
が
、
こ
こ
で
ベ

ー
リ
ン
グ
は
死
亡
し
た
。

こ
の
無
人
の
孤
島
で
の
越
冬
期
間
に
ス
テ
ラ

ー
は
様
々
な
海
洋
生
物
を
発
見
す
る
が
、
最
大

の
発
見
は
体
長
八
メ
ー
ト
ル
、
体
重
一

0
ト
ン

は
あ
る
海
洋
哺
乳
動
物
で
ス
テ
ラ
ー
カ
イ
ギ
ュ

ウ
と
名
付
け
ら
れ
た

（図

3
)
。
こ
の
発
見
が

報
告
さ
れ
る
と
多
数
の
猟
師
が
殺
到
し
、
一
七

六
八
年
に
ス
テ
ラ
ー
の
友
人
が
現
地
で
調
査
し

た
と
き
に
は
三
頭
が
生
息
し
て
い
た
だ
け
で
、

そ
れ
ら
を
す
べ
て
殺
猥
し
た
た
め
絶
減
し
た
。

発
見
か
ら
二
十
七
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

（
＿
七
七
〇
絶
滅
）

ニ
ュ
ー

ジ
—

ラ
ン
ド
に
は
別
名
ア
オ
テ
ア
ロ

ア
と
い
う
国
名
が
あ
る
。
無
人
の
孤
島
に
十
世

紀
後
半
に
マ
オ
リ
と
い
う
ポ
リ
ネ
シ
ア
系
人
が

大
型
カ
ヌ
ー
で
到
来
す
る
が
、
洋
上
の
浮
雲
を

遠
望
し
て
陸
地
が
あ
る
と
判
断
し
て
自
分
た
ち

の
言
葉
で
「
長
く
白
い
雲
（
ア
オ
テ
ア
ロ
ア
）
」

と
名
付
け
た
の
が
由
来
で
あ
る
。
し
か
も
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
哺
乳
動
物
が
発
生
す
る
以
前
に

分
離
さ
れ
た
孤
島
の
た
め
、
哺
乳
動
物
は
洋
上

を
飛
来
し
た
コ
ウ
モ
リ
の
み
で
あ
っ
た
。

到
来
し
た
マ
オ
リ
が
出
会
っ
た
の
が
飛
べ
な

い
巨
鳥
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
モ
ア
で
、
身
長
三
メ
ー

ト
ル
以
上
、
体
重
二
五

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
は
あ
る

巨
大
な
ダ
チ
ョ
ウ
の
よ
う
な
生
物
で
あ
っ
た

（図
4
)。
マ
オ
リ
は
タ
レ
ポ
と
名
付
け
て
い
た

が
モ
ア
と
い
う
名
前
が
定
猶
し
た
。
由
来
は
骨

を
収
集
に
来
島
し
た
人
々
が
「
も
っ
と
骨
を

（モ
ア
・
ボ
ー
ン
ズ
）
」
と
要
求
し
た
か
ら
と
か
、

モ
ア
が
生
息
し
て
い
た
時
代
の
小
鳥
の
鳴
声
が

「
モ
ア
」
で
あ
っ
た
か
ら
な
ど
諸
説
が
あ
る
。

前
述
の
ド
ー
ド
ー
と
同
様
、
天
敵
の
存
在
し

な
い
環
境
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
飛
翔

は
不
要
で
あ
っ
た
が
、
人
間
と
い
う
天
敵
が
登

場
す
れ
ば
環
境
は
地
獄
に
変
貌
し
、
一
七
七

0
図4ジャイアントモア

一
六
五
二
年
に
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
南
端
に
オ

ラ
ン
ダ
が
植
民
都
市
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
を
建
設
し

た
。
そ
こ
か
ら
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
内
部
に
進
出

し
て
い
く
が
、
一
帯
の
草
原
は
シ
マ
ウ
マ
、
ガ

ゼ
ル
、
ヌ
ー
な
ど
草
食
動
物
の
宝
庫
で
、
そ
の

一
種
が
ク
ア

ッ
ガ
で
あ
る
。
頭
か
ら
首
ま
で
は

シ
マ
ウ
マ
の
よ
う
な
模
様
が
あ
る
が
、
胴
体
に

は
ほ
と
ん
ど
模
様
が
な
く
、
現
地
に
生
活
す
る

ホ
ッ
テ
ン
ト
ッ
ト
の
呼
名
が
ク
ア
カ
ー
で
あ
っ

た
た
め
ク
ア
ッ
ガ
と
な
っ
た
。

あ
ま
り
人
間
を
警
戒
し
な
い
性
格
で
あ
っ
た

た
め
に
次
々
と
殺
戟
さ
れ
、
肉
は
食
料
、
皮
は

革
袋
や
革
靴
に
利
用
さ
れ
た
。
当
時
の
資
料
に

よ
る
と
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
か
ら
奥
地
へ
の
道
路

の
周
辺
に
は
射
殺
さ
れ
骨
だ
け
に
な
っ
た
ク
ア

ッ
ガ
の
死
体
が
散
乱
し
て
い
た
と
記
録
さ
れ
て

い
る
。
一
八

0
0年
頃
に
は
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
の

郊
外
に
も
出
没
し
て
い
た
が
、
＿
八
六
一
年
に

は
最
後
の
野
生
の
一
頭
が
射
殺
さ
れ
て
絶
減
し

ク
ア
ッ
ガ
（
一
八
八
三
絶
滅
）

年
代
に
は
絶
滅
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
南
島
に
は
マ
オ
リ
の
人
々
も

侵
入
し
て
い
な
い
森
林
地
帯
が
あ
り
、
そ
こ
に

は
生
息
し
て
い
る
と
い
う
意
見
や
、
三

0
0
0
 

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
北
東
の
太
平
洋
上
の
ク
ッ
ク
諸

島
に
は
生
息
し
て
い
る
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
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十
七
世
紀
に
な

っ
て
北
米
大
陸
に
到
来
し
た

リ
ョ
コ
ウ
ハ
ト
（

＿
九
一
四
絶
滅
）

た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

十
九
世
紀
中
頃
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
送
付
さ

れ
、
ロ
ン
ド
ン
動
物
園
に
三
頭
、
ベ
ル
リ
ン
動

物
園
に

一
頭
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
動
物
園
に

一
頭、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
動
物
園
に
一
頭
が
飼
育
さ
れ

て
い
た

（図
5
)。
し
か
し
、
こ
の
一
頭
が
一

八
八
三
年
に
絶
命
し
て
地
球
か
ら
消
滅
し
た
。

ク
ア
ッ
ガ
は
サ
バ
ン
ナ
シ
マ
ウ
マ
の
亜
種
で
あ

る
た
め
、
一
九
八
六
年
か
ら
復
活
計
画
が
推
進

さ
れ
、
ク
ア
ッ
ガ
の
よ
う
な
サ
バ
ン
ナ
シ
マ
ウ

マ
は
増
加
し
て
い
る
が
本
物
で
は
な
い
。

図6リョコウバト（マーサ）

移
民
が
春
先
に
な
る
と
目
撃
し
た
の
は
日
中
で

も
薄
暗
く
な
る
ほ
ど
上
空
を
大
量
に
移
動
し
て

い
く
リ
ョ

コ
ウ
パ
ト
と
名
付
け
ら
れ
た
渡
鳥
で

あ
っ
た
。
こ
の
全
長
四

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
ハ
ト
は
夏
季
に
は
北
米
大
陸
の
中
部
に
営

巣
し
、
初
秋
に
な
る
と
巨
大
な
集
団
と
な

っ
て

時
速

一
0
0キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
速
度
で

メ
キ
シ
コ
湾
岸
に
南
下
す
る
が
、
全
体
で
数
十

億
羽
と
推
定
さ
れ
る
規
模
で
あ

っ
た
。

残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
ハ
ト
は
美
味
で
あ
る

う
え
羽
毛
が
羽
根
布
団
の
素
材
に
最
適
と
い
う

こ
と
か
ら
注
目
さ
れ
、
そ
の
時
期
に
開
通
し
た

大
陸
横
断
鉄
道
を
利
用
し
て
、
捕
獲
し
た
中
部

か
ら
人
口
が
集
中
し
て
い
る
東
部
へ
大
量
に
輸

送
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
捕
獲
に
拍
車
が
か

か
っ
た
。
当
時
の
記
録
で
は
、
あ
る
貨
物
列
車

が
二
十
三
万
羽
、
重
巌
五
〇
ト
ン
の
リ
ョ
コ
ウ

バ
ト
を
中
部
の
産
地
か
ら
東
部
の
大
消
費
地
へ

輸
送
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

リ
ョ
コ
ウ
バ
ト
は
一
年
に

一
回
、
一
個
し
か

産
卵
し
な
い
た
め
頭
数
が
回
復
す
る
こ
と
は
困

難
で
、
一
八
九

0
年
代
に
は
見
掛
け
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
く
な

っ
た
。

一
九
〇
六
年
に
狙
撃

さ
れ
た

一
羽
を
最
後
に
野
生
で
は
消
滅
し
、
一

九
一

0
年
に
は
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
動
物
園
で
飼
育

さ
れ
て
い
た
「

マ
ー
サ
」
（ワ
シ
ン
ト
ン
大
統

領
夫
人
の
名
前
）
（
図
6
)
だ
け
に
な
り
、
そ

の

一
羽
が
一
九
一
四
年
に
死
亡
し
て
地
上
か
ら

消
滅
し
た
。

今
回
は
六
種
の
有
名
な
絶
滅
動
物
を
紹
介
し

た
が
、
こ
れ
は
ほ
ん
の
一
例
で
し
か
な
い
。
現

在
で
は
一
日
に
百
種
、
一
年
に
約
四
万
種
の
生

物
が
消
滅
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
傾
向
が
継
続
す
れ
ば
二
十
五
年
後
に
は
地
球

の
生
物
の
四
分
の
一
の
種
が
消
滅
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
ら
の
生
物
が
構
成
す
る
生
命
圏
域

に
人
間
は
生
活
し
て
お
り
、
そ
れ
が
縮
小
し
て

い
く
こ
と
は
人
間
が
生
存
し
て
い
る
足
元
が
崩

壊
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
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